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あおもり NPO プラット
フォーム構想の具体化

「あおもりNPOプラットフォーム構想」は、東奥日報社・プランニングネットワーク東北・あおもりNPO

サポートセンターが中心となり、県内外の市民活動団体 や企業等と穏やかなネットワークを構築し、情報

の共有を行うとともに、事業の協力を行いながら、自立した市民社会を構築することを目指し始まりました。

（１）今年度は、以下のNPO法人及び団体とネットワークを構築し、活動サポートや交流を行いました。
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● サンネット青森

● 青森県環境パートナーシップセンター

● 地域センターあおもり

● tecoLLC

● 弘前こどもコミュニティ・ぴーぷる

● IT 事業センターはちのへ

● アートコアあおもり

● アート NPOリンク

● ふうあの会

● ごしょがわら恵鈴会

● 日々木の森

● レスパイトハウスWA

● アニマルサポート青森

● 青い森地域創造基金

● あおもり男女共同参画をすすめる会

● ドアドアらうんど・青森

● 十和田 NPO子どもセンター・ハピたの

● 斗南どんどこ健康村

● むつ下北子育て支援ネットワークひろば

● 夢

● あおもりラジオくらぶ

● 岩木山自然学校

●青森レクリエーション協会

●音楽ネット青森

● プランニングネットワーク東北

● NPOサポートセンター

● 日本 NPOセンター

● シーズ・市民活動を支える制度をつくる会

● 大阪ボランティア協会

● 会計基準協議会

● ふくおかNPOセンター

● 日専連ホールディングス

● ういむい未来の里 CSO

●青森朝日放送

●青森放送

●青森テレビ

●青森銀行

●みちのく銀行

● LLC インセクツ

● 十和田市現代美術館

●青森市文化スポーツ振興公社

● A-paradise 実行委員会

●市民活動団体『SHIT』

●社会福祉法人　青森県共同募金会

●青森県総合社会教育センター

●青森学生団体 ASC
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行政との協働

行政からの事業受託を通じて、行政との協働を進めました。

あおもりで「生きる・働く」を学ぶ

キャリア教育実践事業　実践報告集

相手先 事　業　名 内　容 備　考

青森県

平成２７年度あおもりで「生きる・
働く」を学ぶキャリア教育実践事
業に係る地区実行委員会運営事業

子供達の自己肯定感を高め、将来の夢
や希望に向け積極的に行動するよう促
すため、学校・家庭・地域におけるキャ
リア教育の一層の充実を目的とした事
業の事務局を担いました。

委託事業：青森県
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企業との協働
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(1)　（協）日専連ホールディングスとの協働による、「NPO応援団カード」（クレジットカードでの買い物

の額の一定割合を指定したNPOに寄付できる）の普及に努めました。

　　登録 NPO：52 団体 

　　ANPOS への寄付金 51,025　円

（2）損保ジャパン、日本NPOセンター、岩木山自然学校と協働し、「西目屋村つがる白神湖畔 ( 津軽ダム )

わらはんどの池」において、希少生物の保護プロジェクト SAVE JAPAN プロジェクトに参加しました。

(3) 合同会社 tecoLLC と協働し、あさって創造大学 ICF 開講プレトークイベント「東京の音楽家 × 大阪

の編集者 × 青森のキュレーター」を開催しました。

○実施要項
参加費 :　500 円※1 + ( 自由料金※2)
※1　材料費、準備費、保険費用
※2　自分が感じた分・満足いただけた金額を提供ください
対象 :3 歳以上～　定員 20 名程度
 ( 大人おひとりでの参加も可能です。)
集合時間 :　9:00 　解散時間 :　15:00
集合場所 :　西目屋村内津軽ダム艇庫
 （白神ライン暗門方面へ。ビーチ西目屋から車で 15 分程度）
活動場所 :　白神湖畔　わらはんどの池
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その他 NPO 法人会計基準及び認定 NPO 法人制度の普及に努めました。

全国のNPO法人等との連絡会議に出席するとともに、それらの情報をホームページで発信しました。

4 ４−１　普及啓発

４−２　情報収集および発信

ホームページや SNS を活用した情報発信に努めました。

平成 27 年度 事業報告
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NPO法人会計基準協議会に参加し、会計基準の普及に努めました。

全国のNPO団体とNPO法改正についての議論を深めました。

青森県内の空き家の再生・活用事業におけるNPO等の調査を行いました。 

NPO、一般社団・財団法人の設立相談・運営相談を行いました。 ミッションとゴールの確定、事業計画

の作成、定款その他提出書類の作成、登記作業、事業運営などを支援しました。

法人設立・運営支援

● NPO法人青森レクリエーション協会会計支援

●NPO法人音楽ネット青森定款変更等支援

●㈱しあわせ農園　NPO法人化設立支援

　　団体及び個人　　　　　　　1 ヶ月平均         5 件以上

　　電話相談問い合わせ　　　　1 ヶ月平均    100 件以上

　　郵便・FAX・DM　 　　　 　1 ヶ月平均    100 件

　　メール　　　　　　　　　　1 ヶ月平均　1000 件以上

４− 3　NPO、一般社団法人設立・運営

４− 4　調査研究・政策提言

４− 6　その他の自主事業

事　業　名 内　容 備　考
【A-gain】 展 -Let’s open the 
door again- 開催 

中心商店街空き店舗を活用した現代アート作品のイン
スタレーションを開催しました。

助成事業：福武財団
文化と芸術による地
域振興助成 

廃校活用プロジェクト運営 昨年度に引き続き、カフェを土日祝日、有志によるボ
ランティアで営業しました。
8 月 14 日～ 16 日「子ども村キャンプ」がキャンプ地
として校舎を利用しました。
A-paradise 実行委員会が、企画「アオモリノイズ」の
ロケ地として校舎を利用しました。

まわしよみ新聞 ・十和田市現代美術館と連携し、陸奥賢さんを講師と
して招聘し、「まわしよみ新聞＠十和田市現代美術館」
ワークショップを開催しました。
・東奥日報社の後援をいただき、陸奥賢さんを講師と
して招聘し、「まわしよみ新聞＠青森」ワークショッ
プを開催しました。

助成事業：平成 27
年度青森市人材育成
支援事業補助金対象
事業

A-paradise チラシ

まわしよみ新聞の様子

４−５　労働保険事業組合事業

労働保険事業組合としての業務を行うとともに、NPO 法人、地域中小企業の労働保険への加入を働き

かけをしました。

A-gain展チラシ
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あおもり NPO サポートセンターの活動がメディアに取り上げられました。
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●あおもりピンクリボンプロジェクト

●青森市医師会　広報委員

●浪岡グリーンツーリズム　理事

●青森学生団体 ASC　代表

●あおもりだし style　副代表

● A-paradise2015 実行委員会　実行委員

●青森市アートでオン！実行委員会

●青森市寿大学・寿大学院・女性大学・女性大学院　講師

●NPO法人青森レクリエーション協会　勉強会講師

●あおもり市民百人委員公聴会　委員

●公益財団法人福武財団「大地の芸術祭」現地視察ツアー

●NPO法人サンネット青森運営協力委員

● JAF 青森支部交通安全実行委員

●社会的責任向上のための NPO/NGO ネットワーク

●全国 NPO 法人 CEO 会議

●会計基準協議会

● SAVE JAPAN プロジェクト

●市民ファンド推進連絡会

●企業メセナ協議会

●公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金　理事

●青森市長アドバイザー

●あおもりデザイン協会　事務局長

●百石町展示館　館長

● Co-op 青森　理事

●青森県移送サービスネットワーク　代表

●NPO法人 J ネット 　理事兼事務局長

●NPO法人 全国移動サービスネットワーク　理事

●NPO法人サンネット青森　理事

●八戸市市民活動サポートセンター　運営委員

●八戸市都市計画マスタープラン見直し及び

●八戸市立地適正化計画策定ワーキング会議　委員

●ＮＰＯ法人北さんりく総研　地域づくりを語る会　講師

　

４− 7　交流（含む講座・セミナーの企画運営、プログラムの提供、講師派遣）

　「あおもり NPO プラットフォーム」の活動をとおし、他の団体との交流を図るとともに、県内外を問わず、

他団体及び企業との情報の交換を進めました。

以下の事業、プロジェクト、フォーラム、セミナー、委員会等に参画しました。
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（1）2016 年 4 月 30 日現在の会員数は以下の通りです。会員のプライバシーを守るために、名簿の

　　管理を厳重に行いました。

　　正会員…個人 33 人、準会員…個人 9 人

（2）定例総会を開催しました （6/6、11/27）

（3）理事会を開催しました （6/6、11/27）

（4）社労士に労働保険等の業務を外注し、事務作業の軽減化を図りました。

(1) 会計処理を容易かつ迅速に行うため、ネット帳簿「N-books」の使用を始めました。

(2) 経理の透明性を図り円滑に事業を行うために、事業別に処理を行いました。また税理士による監

査を行い、一層の透明化に努めました。

●活動計算書
●貸借対照表
●財務諸表の注記
●財産目録
●監査報告書

４− 8　総務・労務関係

４− 9　会計関係

平成 27 年度会計報告

社会的責任への取り組みとして以下のことに取り組みました。

１，組織統治

　　コンプライアンス規程の明文化等 ------------ 規定を遵守しました

２，人権

　　労働における基本的原則・権利等 ------------ 遵守いたしました

３，環境

　　持続可能な資源の使用等 ------------------------- 節電等に努めました

４，公正な事業慣行

　　SR 調達、知的所有権の尊重等

５，消費者課題

　　根拠の開示、使途の開示等

６，コミュニティ参画・開発

　　雇用創出・建興・社会的責任等

４− 10 社会的責任（SR）への取組
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